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地域を動かすチカラ
代表取締役社長　杉原　五郎

　2009年4月、アルパックの所員8名による共著「地
域のチカラ～夢を語り合い、実践する人びと～」（自
治体研究社）を出版しました。自治体職員、議員、
住民、社会人大学院生などいろいろな方にお勧めし
ましたところ「感動した！」という嬉しい言葉をい
ただきました。
　また、けいはんな学研都市では、私のしごと館
問題をテーマに2回の市民フォーラムを開催し、「し
ごと館の有効活用に向けた、地域からの提案」を
まとめました。中小企業家同友会の方々と中小企
業憲章の制定、地域経済の活性化と中小企業振興
の条例づくりに取り組みました。これらを通じて、
昨年は「地域を動かすチカラ」について深く考え
た一年でした。
　2010 年は、地域を動かし、明るい日本を創る一
年にしたいと心に誓っています。

地域ストックを生かし、輝く元気を創ろう
取締役会長　金井　萬造

　入社以来、ライフワークの一つとして進めてき
た業務である港湾や都市の沿岸域に着目して、30
～ 40 年の過去から、未来の展望を創っていくこと
を考えています。新たな大きな投資が難しい中で、
人材を含めた今ある地域の色々なストックを活か
す方法を使った新しい地域づくりが必要になって
います。
　今年は、未来の地域からみて、地域が輝いている
状況にすること、そのような地域に行ってみたい、
地域生活・活動に参加したい、住んでみたい、再度
訪問したいと思わせる「地域ブランド」づくりを産
業・生活・活動・環境面から元気創造システム、即
ち「感動をもたらす仕組みづくり」を進めていきた
いと思っています。

地域のためにご奉仕を
取締役相談役　三輪　泰司

　元旦の早朝、桃山御陵へ登ることが永年の慣わし
です。桃山南学区は、宇治川と桃山丘陵に囲まれ、
とても風光に恵まれています。
　1963 年に東京から移り、住んだのは公団桃山
団地。ノーベル賞を受賞された益川敏英さんは、
1970 年からここにお住まいで、小林稔さんと「CP
対称性の破れ」について論文を書かれていた頃で
す。私も「21 世紀の設計」で忙しい時でした。テ
ラスハウスと中層が半分ずつで 188 戸の小さな団
地で、益川さんは４号棟、我が家は 10 号棟。桜並
木がすごかったのですが、その桜も老木になり、
住民も激減しています。いよいよ再生期です。国
交省淀川河川事務所さんから、横を流れる山科川
の整備事業のまとめ役の予約？を受けています。
また地域のために、ご奉仕する年になるようです。

地域での実践をとおし
取締役副社長　馬場　正哲

　今年も、天王寺区未来わがまち会議の‘区民除夜
の鐘撞きたい’から四天王寺本坊での‘新年祝賀の
つどい’ではじまりました。昨年は、耳順のとしお
とこの年、いつでも何でも素直に聞くことが出きる
ようになったのか、自宅の自治会長を仰せつかり、
実家ではまちづくり協議会会長を引き受ける羽目と
なり、立場が逆転して、地域自治の主体の立場に立
たされ、一方ではまちづくりアドバイザーを派遣い
ただいてのルール協議から地区計画を目指す、苦闘
の一年でした。
　今年は、この‘実践’を実りにかえる年。地域で
は、誰が何が動くべきか、住民・地権者の立脚相異、
敗戦・民主化・高度成長・核家族の効率主義をへて、
地域の主体が多面な‘純化’の下に揺らいでいます。
このいきどまりな時代を見据えるのは、天地自然の
働きに耳傾けその働きを人間の智力で制御しながら
人類の幸福を発展させる‘造化’の視点を取り戻す
必要があるのではないか、新たな現役が始まります。
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２０J０年
京都事務所長　松本　明

　「地域主権」のキャッチフレーズが定着した 2009
年でした。地域計画の現場では、独自性、責任及び
成果がますます求められる時代となっており、スタッ
フ全員が果敢にチャレンジしました。自治体マスター
プラン、産業振興マネジメント、中心市街地活性化、
住宅政策、コミュニティづくり支援、景観・ランド
スケープ計画、福祉施設計画などに幅広く取り組み、
専門性の深化と新たな横断性を模索してきました。
　「成熟社会」というキーワードが翻訳洋書で紹介さ
れてから40年近く経つとのことですが、グローバル
化のなかで、成熟する暇もあらばこそ、社会のめまぐ
るしい変化を的確にとらえ、時代に即した豊かさの提
案をし続けることが、私どもの使命と考えております。
JUMPの年、本年もどうぞよろしくお願いいたします。

我が国初の「日本版ＴＫＴＳ」を大阪に
大阪事務所長　森脇　宏

　現在、関西のライブエンターテインメントの振興
をめざして、当日券のみを割引販売するチケットセ
ンターを開設するため、ＮＰＯを立ち上げて取り組
んでいます。こうした仕組みは、ニューヨークのタ
イムズスクエアで『tkts』という先例があり、ブロー
ドウェイの当日席を集約し、一覧性の下で割引販売
を行っており、多くの観光客が連日並ぶ光景は、観
光名物にもなっています。
　演劇・演奏・古典芸能等のライブエンターテイン
メントは、大阪の文化にとって食文化と並ぶ大きな
２本柱だと思っていますので、大阪と関西の活性化
に貢献できればと考えています。年度末頃に大阪で
の開設を目指していますので、ぜひご利用ください。

改革から創造の年へ
名古屋事務所長　尾関　利勝

　2009 年 4 月、名古屋では“庶民革命”を掲げた
河村市長が誕生し、8月には “コンクリートから人
への政権交代”を掲げた民主党政権が誕生しました
が、地方や暮らしのデフレスパイラルは、益々強く

なっています。この変化を安定した生活創造につな
ぐのが地域と自治の課題です。
　昨年は地域主体のまちづくり“エリアマネージメ
ント”と“歴史を活かしたまちづくり”に力を注ぎ
ました。名古屋開府 400 年の今年は“政治の変化を
豊かな暮らしの創造”に向ける“温故知新の魅力づ
くり”、“町衆まちづくり”、“自ら歩く活動”に力を
注ぎます。よろしく御願いします。

フライング・コンサルタント
東京事務所長　堀口　浩司

　東京事務所では新宿、多摩、神奈川の３つのグル
ープがそれぞれの得意分野を意識しながら、時には連
携・協同して業務を行っています。都市計画法の改正
に関する案件や景観・住宅など、まだ少数の業務です
が、東京と大阪のスタッフの共同案件も動き出してい
ます。私も長らく関西で仕事をしていますから、国と
都と市町村、それぞれの関係や体質、コンサルタント
との距離感など、関東と関西の違い、更に自治体によ
る違いなど新たな発見もあり、相互の知識交流、技術
交流も有益に感じています。東京のコンサルタントと
同様、私も毎週のように東阪間を往来していますが、
OD間が同じだけ楽かもしれません。

もっと外に出て見聞を深め、無駄をしよう
九州事務所長・(株 )よかネット代表取締役 山田 龍雄
　当社では業務の９割方は、これまでのお付き合い
のあった自治体や人からの紹介です。これまでのア
ルパックからの蓄積をはじめ、九州に根をおいての
活動も含めて、本当にありがたいことと思っており
ます。しかしながら、昨年を振り返ると、私を含め、
所員たちが仕事にかまけ、外に出て何か無駄をする
ことを怠っていたように感じます。今年度のチャレ
ンジは、まさにタイトルの通りです。これが会社と
してのネットワーク強化につながってくるだろうと
思っています。具体的な業務の方では、中心市街地
活性化に絡んで大牟田市や北九州市において再開発
系の業務に携わっており、実現にむけて事業化への
サポートをしていきたいと思っています。
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今年も心身の健康のために鉄分を十分に取りたいと
思います

京都事務所　山﨑　裕行
　入社して早くも 5年目を迎えようとしています。
いつまでも「若手」と言っているわけにはいきませ
ん。もっとも、入社して以来、私の体型は、縦横に
広がり、一部では「パパ」というあだ名を頂くよう
になりました。また、以前にもまして、飲みっぷり
もオヤジ化してきています。健康には十分に気をつ
けたいと思います。
　さて、昨年は、あまり鉄道での旅ができませんで
した。今年は、できれば旅の回数を増やしたいと思
っています。ローカル線にでも乗って、車窓の景色
の移り変わりを楽しむことはもちろんのこと、その
土地の“良いとこ”、“良いもの”を見ながら、感じ
ながら、のんびりと旅をしたいですね。今年は、是非、
関西エリアのローカル線を制覇したいと思います。

いまだからこそ、自転車に乗って
京都事務所　江藤　慎介

　大学時代に自転車に乗り始め、１年に１度は
「旅」するようになりました。昨年は京都から岐阜
を経由して富山に到達、日本海に沿って帰る９日間
900km の旅。醍醐味はまちからまちへと続く道の
りを「感じる」こと。普段は表層しか見えないまち
も、到達するまでの地形や自然、距離や時間と向き
合うことでとても愛おしくなります。川沿いを北上
し、峠の先にあった飛騨のまちは最たるもので、ま
ちを育む姿勢を教えられました。旅の疲れを癒す温
泉やご当地グルメもまた格別です。
　入社３年目に突入する今年は若手としての区切り
の年ですが、知識とともに体感して獲得した経験を
積み重ねながら、持ち前のバイタリティで猪突猛進
します。

色んな自分を楽しむ一年に！！
京都事務所　前江田　晴香

　今年で入社してからまる三年を迎えます。溯れ
ばアルパックにやって来てあっと言う間に 7年の月
日を過してきました。昨年には三十路を向かえ、月
日が流れるのは早いものだと実感せずにいられませ
ん。これからの自分はどのように歳を重ねていくの
か、真剣に考えさせられています。基本、仕事にお
いても、それ以外においても充実した毎日を送りな
がら歳を重ねていく、という事が最大の目標です。
が、どうしても視野が狭くなることが多く、充実し
た日々なんぞ程遠い理想なのです。ですからひとま
ずこの一年は、働く自分、家庭での自分、色んなこ
とにチャレンジ出来そうな気がする自分等などを楽
しみ、その時の気持ちを大切に過ごしていきたいと
思っています。

明るく楽しくをモットーに
大阪事務所　西村　創

　今年でついに入社 5 年目を迎えることになりま
す。私事ではありますが、年齢もちょうど30歳（ジ
ャスサー）を迎えることになりますし、若手から
のさらなる飛躍のために、土台固めを行いたいと考
えています。自分の歩んできた道と自分の位置確認
を行い、これから歩むべき次の段階へと進むそんな
一年を過ごせればと思っております。地域の人達と
本当に続けることのできるまちづくりの実現のため
に、人との関わりを大事にし、私自身が地域に必要
とされる人材となれるように、これからも身を粉に
して（大晦日には天王寺区の区民のみなさんと除夜
の鐘を夜空に響かせておりますし）、明るく楽しく
をモットーにまちづくりができればと思っておりま
す。本年もよろしくお願いします。

＜編集委員会から＞
恒例の新年の挨拶は、役員と若手所員が「チャレンジ」をキーワードに執筆しました。
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３年目
大阪事務所　渡邊　美穂

　アルパックに入社し、３年を迎えようとしていま
す。「もう３年」「やっと３年」「まだ３年」それぞ
れの言葉に３年間の色々な経験が思い出されます。
社会人になり、この３年、強く意識していたのは「バ
ランス」ということです。仕事の上だけでなく、仕
事と私生活、メンタルなことなど多くのことにおい
て、この大切さと難しさを感じ、どうにかバランス
をとれないかと四苦八苦してきました。バランスを
とれるようになったわけではありませんが、今年は
少し「ハーモニー（調和）」を意識してみようかと
思っています。私は、趣味でピアノを弾きますが、
そこでは、右手と左手のバランスに気をつけてハー
モニーを大切にと指導を受けます。バランスは最終
的な表現ではありません。バランスを意識しすぎて、
むしろバランスを崩していることもあるのかもしれ
ません。バランスをとらなければよいハーモニーは
生まれませんが、少しでも心地よいハーモニーを奏
でられる１年にしたいです。

行動力を強化し日々攻めていきます
大阪事務所　武藤　健司

　早いもので今年は入社３年目に突入します。そろ
そろ社会人らしい行動力や、ある程度の事には動じ
ない落ち着きさが少しは出てくるのではないかと思
います。もうしばらくお待ちいただけると幸いです。
　日々業務に取り組む中で、「他都市ではどうして
いるのか」、「もっと違った角度、目線から検証で
きないか」などと感じることが、余裕がなかった入
社当初と比べ多くなっているように思います。これ
らは経験でカバーできる部分もあるかもしれません
が、勉強不足であることは否めません。
　今年は、自らの幅を広げるためにも、より多くの
まちに出向き、人と出会い、感性を働かせたいと思
います。そのために、まずは行動力を強化したいと
思います。

須磨の海でみる初日の出
大阪事務所　岡崎　まり

　犬を飼い始めた 10 年ほど前から元旦には愛犬と
ともに須磨の海まで初日の出を見に行くことが恒
例になっています。寒さも手伝って身も心も引き締
まった気持ちになり、見慣れている海の風景がこの
時ばかりはまったく違って見えるから不思議です。
見る人がそれをどういう気持ちで見るか、どのよう
に捉えるかで目の前に広がる風景や物事の意味が大
きく変わっていくことを実感します。
　これは仕事においても同じことがいえるのだろう
なと思います。今はある方向からしか捉えられてい
ないことを、今年は違った角度からも捉えることが
できるようになりたいと思います。そして初日の出
を見る時のように見慣れた風景を一変させるような
様々な発見を日常の中でしていきたいと思います。

健康的なまちなかサイクリングに挑戦！
大阪事務所　橋本　晋輔

　入社して約 1年。入社前に比べると周辺環境や生
活スタイルが大きく変わり、日々刺激的で楽しい毎
日を送っています。ただ、それ以外にこの１年で変
わったことがもう１つあります。それは、体型が変
わってしまったこと。明らかに脂肪がついてきてい
ます。昔、大学の先生が 25 歳が体型の曲がり角だ
と言っていたのですが、それがまさに現実に起きつ
つあります。
　このままでは、まずいと思い最近自転車を買いま
した。入社を機に大阪市内に住むようになりました
が、まだまだ行ったところのないまちがたくさんあ
ります。今年はダイエットも兼ねて、自転車で大阪
や周辺のまちの良い場所、面白い場所探しに励みた
いと思います。
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辺のアート発信地“クリエイティブセンタ

ー大阪”／大阪事務所　森脇　宏

産業遺産を活用した複合イベントスペース

　河川筋に発達した大阪港の内港部分、木津川沿い
の名村造船所跡地が、いまアートの一大発信地とし
て賑わいつつあります。クリエイティブセンター大
阪（略称 CCO：Creative Center OSAKA）という
名称で、毎週、週末には何かイベントをやっている
状況です。
　主な施設（イベントスペース）としては、
BLACK CHAMBER（イベントホール、工房、ギャ
ラリー等、様々なジャンルの創作活動に対応できる
スペースを備えた複合施設）、STUDIO PARTITA
（音楽イベント・ライブに最適なホールで、スタ
ンディングキャパシティ約 700 名、リハーサル
スタジオとしても利用可能）、屋外エリア（RED 
FRAME、BLUE FRAME、FLOATING STAGE等、
野外イベントの他、映画や映像、スチール撮影も可
能）などがあり、その他にも幾つかのイベントスペー
スがあります。
　ここの特徴は、多様な施設があることから、演劇、
演奏、ダンス、展示、ディスコなど、様々なイベン

トが同時に開催できるため、文字どおり複合イベン
トスペースとして利用できることです。しかも、水
辺の産業遺産という特異で非日常的な空間であり、
周辺が工場地域ということもあって、音響なども気
兼ねしないでいいことから、開設以来、人気が上昇
し続けています。こうした特徴によって、海外から
の問い合わせや視察も多いと聞いています。
　ちなみに、2007 年には名村造船所跡地として、経
済産業省の「近代化産業遺産」に認定されています。
アート発信の経緯

こうしたアート発信地としての展開が可能にな
ったのは、小原啓渡氏（大阪市立芸術創造館館長）
の役割が大きかったようです。小原氏は、京都市三
条通のアートコンプレックス 1928（元大阪毎日新
聞社京都支局ビルを活用したアートの貸スペース）
を立ち上げるなど、アートを切り口にしたまちづく
りに関わるプロデューサーで、日本版ＴＫＴＳ（本
号の私の新年ご挨拶をご参照ください）の開業を目

水

ドッグ跡（右手水面）の左のＳＴＵＤＩＯ　ＰＡＲＴＩＴＡ（奥の建物）とＲＥＤ　ＦＲＡＭＥ（手前の鉄骨）
出所：ＣＣＯのホームページ（敷地内ＭＡＰも）＜ http://www.namura.cc/ ＞

　街で生活していく上で、普段、 何気なく眺めている川の風景。
　都市が近代化していく中でコンク リートにより人工的に造られて
きた水路や生産機能としての工場など の建物が並ぶ水辺の風景ですが、街
に暮らす私たちにとっては、なくてはならな い癒しの空間です。
　かつては、水運により活気づいていた運河沿いは、近年、アートや芸術の舞台として、様々なイベント
が開催され、新しい彩り豊かな交流空間として再生しはじめています。今号は、「水辺とまちづくり」と
いうテーマで大阪や尼崎を中心に各地区での新しい再生の芽生えをご紹介します。
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指す取り組みでは、私もご一緒させていただいてい
ます。以下では、小原氏にお聞きした経緯等をご紹
介することとします。
　小原氏の名村造船所跡地への関わりは、土地を所
有されている千島土地 (株 ) の芝川社長と 2003 年に
出会ったことに始まります。芝川社長との会話で造
船所跡地があることを知った小原氏が、実際に現地
を見せてもらい、「これは面白い」という直感から、
最初は「何日かイベントに貸してほしい」と依頼し、
小原氏が親しくしている元気な制作者やアーティス
トに声を掛けて、2004 年にイベント“ナムラアート
ミーティング”を開催したところ、全国から何百人
も来訪者があって成功したことで弾みがつきました。
　そこで、「単発イベントではもったいないので、
貸してください」と千島土地 ( 株 ) に申し込み、設
備投資もお願いして、2005 年に常設のイベントス
ペースとしてオープンし、徐々に利用も増え、賃貸
スペースも広がってきました。
　なお、この“ナムラアートミーティング”は、そ
の後も毎年開催され、2034年まで続ける予定です。
利用状況と効果

　イベント利用は、金土日の週末が多く、毎週だい
たい何かが開催されています。イベントのジャンル
や規模は様々ですが、前述のように複合イベントが
得意で、２～３千人規模の大きなイベントでは重宝
されているようです。

　なお、特別の宣伝はしていませんが、個々のイベ
ントのチラシが、ここの宣伝にもなっていることか
ら、利用が徐々に増えてきているようです。
　また、クリエイティブセンター大阪では、名村造
船所跡地の中ではなく、最寄駅（地下鉄北加賀屋駅）
との間に、イベントスタッフや来阪アーティストの
滞在用に、アーティスト専用宿泊施設のＡＩＲ大阪
を 2008 年にオープンしています。さらに、こうし
た滞在型だけでなく、この周辺に住みついて、日常
的に創作活動を始めるアーティストも登場し始めて
いるようで、こうしたアーティストに適切な物件を

紹介することもしているようです。

今後の方向

　こうした効果もあって、クリエイティブセンター
大阪が位置する住之江区も、応援するスタンスを
持っていて、北加賀屋クリエイティブビレッジ構想
を策定し、アート等の創造産業を育成し発信してい
こうと計画されているようです。
　クリエイティブセンター大阪には、こうした発展
と期待がありますが、課題の一つとしては「遠い」
というイメージがあるようです。実際に行って見ま
すと、最寄駅（地下鉄北加賀屋駅）から徒歩 10 分
弱で、遠いとは感じませんが、工場地域を通るため、
初めての来訪者には不慣れでもあることから、アク
セスルートの沿道環境やサイン設置等が望まれると
ころです。アクセスルート沿いに、グランドのある
比較的大きな公園、屋内プール（大阪市立住之江総
合会館）、神社、スーパー銭湯等があり、上手くつ
なげると、いい散策ルートができそうです。
　また、週末には賑わうものの、平日はリハーサ
ルや撮影等の利用に限られ、飲食等の来訪者サー
ビスが成立しないことも課題の一つです。アート
の発信地から始まって、日常的な賑わいを形成し
ていく試みは、まだ先が長そうですが、小原氏の
チャレンジに期待しつつ、私も微力ながら応援で
きればとも思っています。

アプローチルート沿いの公園と屋内プール
（公園の向こう側、屋内プールの向かいにスーパー銭湯がある）
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都大阪 2009 とうんぱく 2009 ～尼崎運河博
覧会～／大阪事務所　絹原　一寛

水都大阪 2009 をふりかえる
　「水辺とまちづくり」の一大イベントとして、大
阪では「水都大阪 2009」が、昨年 8月 22 日から 10
月 12 日までの 52 日間にわたって開催され、期間中
に 190 万人（主催者発表）が訪れました。皆さんは
足を運ばれたでしょうか。私なりの切り口で、この
イベントをふりかえってみたいと思います。
水辺のまちづくりの本格展開への一里塚
　まず、このイベントの意義についてですが、本格
的な水辺のまちづくりを切り開く一里塚として、大
いに評価できると考えます。水辺に着目した観光・
まちづくりにずっと関わってこられた市民・事業者・
プランナー・行政の地道な努力がベースにあり、そ
の上で市・府による河川整備（道頓堀川水辺整備事
業や川の駅はちけんやの整備など）も進み、今回の
この「水都大阪 2009」へとつながったと捉えるべ
きと思います。
　また、実際に会場へと足を運ぶと、安藤忠雄さん
やヤノベケンジさんなど著名人が手がけられた話題
性に富む作品がある一方、市民参加型の手づくりの
ワークショップ・イベントが随所に散りばめられて
いました。今回の取り組みを機に、水辺というキー
ワードで新たなまちづくりのネットワークが育まれ
たのではないかと推察します。
本格的な水辺遊びへの課題
　しかしながら、課題もあります。来場者の一人
として感じましたが、「水都大阪2009」と銘打ちな
がらも、「水辺」がまだまだ遠いものに感じました。
陸上のイベントは多様な工夫がされているものの、
肝心の「水辺を感じる／水辺で遊べるプログラム」
が弱かったのではないでしょうか。
　一般的に「水都」といえば、イタリアのベネチア
などを想起してしまいます。「どこに行けば水辺で
遊べるのだろう」と感じた方は少なくないでしょう。
「水都」という言葉が持つイメージに反して、現実

の大阪の河川空間はまだまだ十分応えられていない
ということでしょうか。
　河川を魅力ある都市空間として積極的に使いこ
なすための試行錯誤は始まったばかりです。今回
を機に様々な経験が重ねられ、新しい河川とのつ
きあい方の提案が生まれてくることを期待したい
と思います。
うんぱく 2009 ～尼崎運河博覧会～の取り組み
　少し切り口を変えて、尼崎の取り組みを報告します。
　最近では「工場萌え」など、高度経済成長期を支
えたダイナミックな工場景観の評価が密かに高まっ
ています。加えて、尼崎臨海地域ではパナソニック
プラズマディスプレイの巨大な工場が立地し、以前
の煙立ちこめる工場地帯とは全く違った、洗練され
た新しい工場地域を見ることができます。
　かつてより尼崎の魅力を多角的に発信・プロデュ
ースしてきた市民団体、尼崎南部再生研究室と、臨
海地域の環境共生をめざす尼崎 21 世紀の森づくり
協議会等が協働で、工都尼崎の動脈を担った繁栄の
象徴である運河の魅力を知ってもらうイベントを開
催しました。それが「うんぱく 2009 ～尼崎運河博
覧会～」です。
　イベントでは、尼崎南部再生研究室による名物ガ
イド付きの運河クルージングをメインに、高校生や
大学サークルによるステージ、ゴムボートの試乗会、
さらにはメイドインアマガサキ食材で作った限定
amaバーガーの販売、水質浄化実験施設の展示など、
多様な催しが行われました。
　１日限りの手作りイベントでもあり、水都大阪
2009 と同列で比較できるわけではありませんが、
今回が３回目ということで、徐々に規模が拡大し、
内容も充実してきました。
水辺を取り戻す取り組み、はじまる
　いずれの取り組みにも共通しているのは、水辺と
の新しい関係づくりです。埋立事業や治水事業等に
よって、水辺はいつのまにか我々の生活からは縁遠
いものになってしまいました。水辺の新しい遊び方

水
水都大阪 2009：中之島公園でのワークショップの様子 水都大阪 2009：道頓堀川の遊覧船

8
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阪・天神橋を見下ろす「川辺の暮らし」

大阪事務所　柳井　正義
　４月某日／天神橋を見下ろす部屋に引っ越しま
した。ちょうど川縁の桜並木が見ごろで、天神
橋のうえから天満橋方面を望むと桜並木が川面に
映り、大川が桜色に染まっているようです。この
景色は水都大阪ならではの誇れるものではないで
しょうか。川岸の桜並木は全国で見られますが、
これだけの川幅で河川敷がなく桜の木が川面に張
り出しているようなところは少ないと思います。
加えて、ここはコンクリート護岸が目立たず圧迫
感が少ないのもいい感じです。川縁の遊歩道を歩
くと水面までが非常に近く感じられます。見方を
変えれば増水時が心配なわけですが、淀川と大川
の分岐点にある毛馬ポンプ場により水位が調整さ
れているため、日本の川らしからぬゆったりとし
た流れが保たれているそうです。
　６月某日／難波まで出かけた帰り、好天に誘われ
て道頓堀から大阪城公園までのミニクルーズ船に乗
ってみました。明るく賑やかなとんぼりリバーウォ
ークから東に向かうと、船はビルの谷間を進む感じ
になります。連なる建物の道路側はおそらくファサ
ードに気を使っているのでしょうが、川に面した側

大

を提案し、そこからムーブメントへとつなげていこ
うと奮闘している姿がそこにはありますが、一部の
人のお遊びと捉えられる傾向もあり、市民権を得て
いるとは言えない状況です。さらに、いざ実施しよ
うとすれば、安全性の問題、管理上の問題など、超
えなければならないハードルが非常に高く、それら
をクリアする高度な戦略が必要となっています。
　海外に目を向ければ、水辺が魅力的なまちは幾
つも挙げられます。最近では高速道路を河川空間
に再生したソウルの清渓川の例もあります。河川
空間を「水都」の名に恥じないストックへと昇華
していくため、我々プランナーも知恵が試されて
いると感じます。

うんぱく：運河クルージング

は何の化粧もなく、まるで覗いてはいけない裏側を
見てしまった恥かしさがあります。さらに東に進む
と、直角に北に曲がり東横堀川に入ります。頭上は
高速道路の高架で覆われ、真昼間というのに薄暗い。
臭気も鼻につくようになり、まるで密林のなかを航
行しているような錯覚に陥ります。すると突然、目
の前に閘門（水門）が現れました。この水門により
道頓堀川の水位が保たれているそうですが、水の澱
みが臭気の原因になっていないかと気になります。
利便性向上や防災と環境の両立はたいへんなテーマ
です。なお、東横堀川では川に向けられた古い看板
を見かけました。この川がかつて街の交通路だった
ことの名残りなのでしょう。
　８月某日／７月の天神祭の船渡御も見ものでした
が、今度は水都大阪 2009 というイベントが始まり
ました。夏は水辺のイベントが目白押しで、部屋か
ら川を眺めていても飽きることがありません。行き
かう船のなかに実はバスが混じっています。水上バ
スという名の船ではなく、陸上も走れる本物の水陸
両用バスです。最初に見かけたのは桜宮あたりで、
ちょうど川の中からスロープを上陸してくる姿は衝
撃的でした。北海道ではDMVといってレール上も
道路も走れる両用バスがありますが、それと似た面
白味を感じます。現在、河川交通は観光用途が多い
ですが、通勤？など日常用途でも可能性はあるので
はないでしょうか。ちなみに、天神橋から大阪ビジ
ネスパーク（会社の前）までの航路があれば個人的
には非常にありがたいのですが。
　11 月某日／天神橋あたりでカモメを見かけるこ
とが多くなったのは季節のせいでしょうか。近所
に歌碑がある「天満の子守唄」の歌詞にもカモメ
がでてきますが、カモメを見るとこの川の先が海
であることが思い出されます。先ごろ山間部に大
雨が降ったあとには大量の流木や土砂が流れてい
ましたが、川辺に暮らすと街が山と海の間にある
ことを実感します。

天神祭　自宅からの眺望

9
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取締役相談役／三輪　泰司
（NPO平安京・代表理事）

近況―地域を沸かすNPO

　10月31日(土)、スタンプラリー

のお手伝いをしました。

NPOは忙しい

　NPO 平安京は、京都アスニー

を出発して最初のポイント・平

安宮内郭回廊跡と終点の北野天

満宮、と途中のガイドを担当し

ました。

　参加者 350 人といっても、初

めはまだ散らばっていないので、

案内、説明、スタンプは行列です。

お年寄りから子ども連れ、それ

に意外に若いカップルが多かっ

たです。（右上：記事・京都新聞）

　今年、考古資料舘開館 30 周年

を記念して、「京都・秀吉の時代」

をテーマに記念事業を展開する

京都市埋蔵文化財研究所主催の

スタンプラリー「聚楽第と御土

居を巡る」です。考古資料舘を

拠点に活動しているNPOたちの

「西陣地域の町づくり協議会」が

共催というわけです。聚楽第は

秀吉が、天正 15 年（1587 年）に

築城し、翌16年４月に上杉景勝・

直江兼続が、ここで秀吉に会って

いますが、僅か 10 年で跡形もな

く壊され、よく判らないのです。

じゅらくだい倶楽部さんは、聚

楽第跡を担当し、協議会がハイ

テク技術を得て複写した、「豊公

築所聚楽城之図」を北野天満宮

に展示しました。これは江戸末

期天保 14 年（1843 年）に名倉希

言という学者が描き、明治に模

写され、（財）聚楽教育会が所蔵、

市の歴史資料館に寄託されてい

たものです。

NPOは進化する

　NPO 平安京では、すごろくを

２つ作り、内郭回廊跡のポイン

トで展示しました。（右中：記事）

　河合誠治さん作は平安京全体、

2.6 × 1.8 米、羅城門を振り出し

に大極殿で上がり、原田稔博さ

ん作は平安宮で朱雀門が振り出

しで、大極殿で上がり。５ヶ月

がかりの力作です。鴻臚館で止

まったら１回お休みなんて、愉

快です。

　２年前にNPO平城宮跡サポー

トネットワークさんの真似をし

まして、A４版の「平安京かる

た」をつくりました。会員は多

士済々。考証も加え勉強します。

小学校への出前もしています。

NPOは羽ばたく

　11 月 1 日（日）大将軍八神社

で、新型インフルエンザ封じの

ツアーをしました。遂に神頼み

です。大将軍八神社は平安京の西

北を押さえる方除け守護です。80

体もの神像はそのうち、国宝にな

るのではないでしょうか。（右下：

記事）

　どこで知られたのか、大入り満

員でNHKも取材に見えました。

　11 月 15 日（日）、府庁旧本館

正庁での「連続観光講座第２回」

も超満員でした。11 代小川治兵

衛さんに植治の庭を語って頂き

ました。７代小川治兵衛は、万

延元年乙訓郡神足の生まれ。私

の父方は同じく神足です。ご縁

ですね。

　12 月 13 日、同志社大学新町校

舎で、日本協働政策学会が設立さ

れ、山田啓二知事らの記念シン

ポがありました、地域再生・協働

を研究されることはけっこうな

ことです。要するに、愉快に楽し

く地域を「沸かす」ことでしょう。

「実践的探求」で行きましょう。
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はじめに

　建築チームは、久々に研修の旅

にでかけました。忙中閑ありか、

閑中忙ありか、そこは各自不明

ながら、それぞれが調整して「閑」

を生み出し全員が参加しました。

　今回は、瀬戸内海に浮かぶ直

島が主な目的地です。直島はご

存知のように「アート」による

まちづくりを進めており、安藤

忠雄氏設計のベネッセハウスや

地中美術館の他、石井和紘氏設

計の直島町庁舎や古い民家をア

ートに仕上げる「家プロジェク

ト」などがよく知られていると

ころですが、私達とは、実は生

野鉱山で結びついているのです。

（生野鉱山は中世から続いた銀山

を中心に、明治以降、フランス

から招聘されたコアニエらによ

り鉱山の近代化が図られました

が、）生野鉱山にあった銅の製錬

所を移した先が直島であり、我々

は生野鉱山の文化的景観の仕事

を通じて直島とも縁をもつこと

になったのです。いわば直島は生

野鉱山の終着点といえるのです。

　さて、折角海を渡るのですから、

私達はもう少し足を伸ばし、古い

倉庫を活用した高松の北浜アレイ

や脇町の重要伝統的建造物群保存

地区などをみる旅としました。

　今回の旅は古い伝統的な建物

とアートが融合する接点に我々

が佇むことが大きな目的でした

が、なんといっても公衆浴場（銭

湯）とアートの融合である「直

島銭湯」は愉快でした。それでは

これから、伝統的な建築とアー

トの世界へご案内します。（高坂）

宇野港

宇野港は、一日約 100 便もの

フェリーが行き交う、24 時間眠

らない本州側の海の玄関口です。

瀬戸内海のほぼ中央部にあり、美

しい島々に囲まれ、波穏やかな

天然の良港です。古くは、付近

より大阪城の築城に使用した石

材を搬出したと伝えられており、

明治 43 年の旧国鉄宇野線開通と

同時に宇野・高松間の連絡船航路

が開かれました。大正 6年、川村

造船（現三井造船）が操業開始し、

造船のまちとして発展してきま

したが、昭和 63 年に瀬戸大橋開

通と同時に宇高連絡船が廃止さ

れ JR 宇野線の支線化により、交

通結節点としての地位が低下し

ています。スペイン風の JR 宇野

駅に降り立つと、その真正面に

鎮座する産業振興ビル、その周辺

は緑地として整備されています。

宇野港の魅力づくりと港への賑

わい創出を目的に、地元に関係

する女性達が中心となって平成

19 年度に「うの港 13」という任

意団体が設立され、宇野港の活

性化についてはたらきかけを行

っています。アルパックもその

活動の支援のお手伝いに関わり、

その成果の一つとして、散策道・

ベンチ、案内板・解説板の魅力化

として実を結んでいます。東側

隣接地にはその名の通り、「駅東

創庫」という芸術家の制作工房・

ギャラリーがあります。来年度

には、港の目の前に浮かぶ直島

をはじめとした７つの島で開催

される瀬戸内国際芸術祭 2010 も

楽しみです。ところで、どこの

自治体にあるかと言えば、“宇野

市”は存在しなくて「玉野市」で、

知名度が逆転しています。（小阪）

海の駅なおしま

　フェリーで直島に着くと、「赤

かぼちゃ」（草間彌生氏作）と共

にまず目に入ってくる建築が「海

の駅なおしま」です。妹島和世

京都・大阪事務所／建築チーム

アルパック建築チーム研修報
告「伝統とアートの融合」

宇野港 道の駅なおしま 草間彌生氏作のかぼちゃのアート

11
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接する新館と比べてもそのコン

セプトの明快さや、ディテール

が今も印象に残ります。

　十数年前、県庁で打合せをした

後に連れて行ってもらった讃岐

うどんの店を探しましたが、見つ

かりませんでした。小さな製麺所

だったと記憶しているのですが。

（高坂）

本村地区アートプロジェクト

　空き家をアーティストが作品

化して常設展示するアートプロ

ジェクト。角屋始め７件のアー

トが点在しています。しっとり

した町並みの中に突如現れるポ

ップな「はいしゃ」や中が真っ

暗で？？の「南寺」など五感を

刺激する作品たちでした。作品

以外の民家でもカフェや雑貨店

も立ち並んでいます。（鮒子田）

地中美術館

　かつては塩田だった場所に環

境に埋没する建築が安藤忠雄

氏によってデザインされていま

す。クロード・モネ、ウォルター・

デ・マリア、ジェームズ・タレ

ルの３人の作品を展示するため

の建物　作品の持つエネルギー

と建物のエネルギーがぶつかり

合いながらも調和する空間。こ

とに印象深いのは、ジェームス・

タレルの光の空間でした。光の

壁を突き破るという今までに味

わったことのない体験です。難

を言えばスタッフの対応がもう

少し違ったものであれば、もっ

と素直に感動できていたのでは

ないかとも思いますが・・本村

地区を歩いている時に地元のお

じさんたちが「『石橋』はそこ

やで」などとごく自然に声をか

けてくれたことに何故かほっと

してしまうのでした。（鮒子田）

直島銭湯「Ｉ♥湯」（アイラブユ）

　フェリーの発着港（宮浦港）に

面した通りを少し入った所に妖艶

なネオンの光を放ちそれはある。

　ラブホテルかポルノ映画館か

と思わせるそのファサード、ア

ートと一体となった内部空間。そ

の全てが芸術家、大竹伸朗（おお

たけしんろう）氏の作品である。

（直島の家プロジェクトの1つに、

この前身となる「はいしゃ」が

ある。）

　正面には女性のシルエットか

ら延びる「ゆ」の文字のネオンサ

インが、まるで深海でアンコウ

が提灯で獲物を誘うかのように

我々を誘っている。少しのとま

どいと大きな期待。（果たしてこ

こは我々の知る銭湯なのか、それ

とも○○なのか…。）建物の中に

入ると地元のおばちゃんが番台

本村地区アートプロジェクト「はいしゃ」 直島銭湯「Ｉ♥湯」

＋西沢立衛／ SANNA 設計の直

島の旅客ターミナルです。伸び

やかな水平ラインと細い柱が印

象的です。駐車場やカフェ、待

合いスペース、観光案内所やホ

ール、WC等が 70m × 52m の一

枚の屋根の下におさまっていま

す。（高坂）

直島町庁舎

　今や直島といえば安藤忠雄氏

のイメージが定着していますが、

それ以前は石井和紘氏でした。石

井和紘氏と聞けば少し懐かしい

響きかも知れません（失礼）。直

島町庁舎はおよそ 25 年前の作品

ですが、古建築や建築様式、果

ては工芸品まで様々な「和」を幕

の内弁当のようにちりばめた結

果、日本を突き抜けてしまった

のがこの作品です。この建築を見

ていると「どこかで見たような」

という気にさせられます。この

庁舎は直島の「家プロジェクト」

の中にあるのですが、これもそ

の一つかと思わせるような楽し

さももっています。（高坂）

香川県庁舎

　直島からフェリーに乗って約

１時間、高松に着くと久しぶり

に香川県庁に向かいました。

　香川県庁は、ご存知のように

故丹下健三氏の作品ですが、隣

直島町庁舎

12
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で出迎えてくれる。（少し安心。）

脱衣室では縁台に埋め込まれた

映像画面が○○を露わにした海

女の姿を映し出している。（島の

子ども達はこれを見て大人にな

るのか？）浴室の壁画には海女が

海中に潜り獲物を採っている姿、

浴槽の底にも何やら怪しい絵が

描かれている。男湯と女湯の境

壁の上には何故かゾウのモニュ

メント。その他にも洗い場の水

洗やトイレの便器にまで、あり

とあらゆるところに大竹氏の魂

が染み込んでいる。果たしてこ

れは銭湯なのか、それと○○で

××なブーな世界なのか。

　紙面の関係でお伝えできるの

はここまで。さぁ、ムズムズして

きたあなた、今すぐ直島へ GO。

（原田稔）

イサム・ノグチ庭園美術館

　イサム・ノグチは 20 世紀を代

表する彫刻家で、また庭や公園

などの環境設計や、あかりと呼

ばれる照明や家具の設計まで行

った芸術家です。

　この美術館は、大きく３つの

要素から成り立っています。

　１つめはノグチの彫刻を屋内・

屋外展示しているアトリエです。

有名な彫刻から制作途中の彫刻

まで多数あります。石の表現も実

に滑らかな磨き上げたものもあ

れば、粗い仕上げのものなど様々

です。またアトリエを円形に囲

うように地元の庵
あ じ い し

治石で盛り上

げた石垣も力強いものです。

　２つめはノグチの住まいです。

旧家を移築し改造したものだそ

うですが、内部にはノグチのあ

かりや彫刻があるべき位置にあ

るべきものとして配されていま

す。庭の土留めのための石垣も、

見ているだけで飽きないほど表

情が豊かです。

　３つめは彫刻庭園です。花見

や月見のための石舞台、こんも

り盛り上げられた小山とそこか

ら見る屋島、小山の裾を巡り流

れるような川に見立てられた石

など見どころ、というか感じど

ころが多くあります。

　借景にしている屋島まで含め

て全体がすばらしい環境となっ

ています。予約が必要ですがそ

の価値のあるおすすめの場所で

す。（三浦）

卯建のあがるまち「脇町」

　徳島県の吉野川中流域、撫養街

道と讃岐街道が交わる交通の要

衝に位置する脇町は、阿波特産の

藍の集散地として栄えた町です。

中でも裕福な商家が軒を並べた

のが吉野川畔の南町で、塗籠め

の二階壁面に設けられた卯建が

印象的で、間口の大きな平入り

の主屋と本瓦葺きの屋根、迫力

の鬼瓦、一方で通りに面した繊

細な格子が、重厚かつ落ち着い

た町並みを形成します。

　脇町は昭和 63 年、全国で 28

番目の重伝建地区として選定さ

れました。現在は来訪者も多い

ようで、地区を貫く約 400m の

通りには、ついつい足を踏み入

れてしまう、町家を利用した魅

力的な和菓子屋や藍製品を取り

扱う雑貨屋、カフェなどが営ま

れています。

　また地区の東側には映画「虹

をつかむ男」（山田洋次監督）の

舞台となった脇町劇場／オデオ

ン座があります。オデオン座は

昭和 9 年に芝居小屋として建て

られたもので、閉館取壊しとい

う危機を乗り越えて、現在は市

指定文化財として修復一般公開、

コンサート等の催しも現役で行

われています。（和田）

うまいもん

　旅の楽しみは、そこでしか味

わえない一品を食することに尽

きると思います。この研修旅行

で出会ったうまいもんたちをご

紹介します。

　JR 岡山駅から宇野港へ向かう

途中の道の駅「みやま公園」に「た

まげたバーガー」なるものがあ

ります。「たま」は玉野市のたま

「げた」は舌平目のことをこの地

方では「げた」というそうです。

　この舌平目をつくねにしてあ
卯建のまちなみ脇町宿泊はパオでした
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　まちづくりの現場では、近年、

地域（社会）での人と人との関

係が希薄になり「地域力」が低下

してきている現状を打破し、地

域での交流とつながりを再構築

していくために、「ラウンドテー

ブル」や「まちかど井戸端会議」

等と呼ばれる情報交換の場が多

く開催されています。

　人間関係が希薄になっている

のは企業（会社）でも同じであり、

ピーター・ドラッカーの「組織

におけるコミュニケーション（マ

ネジメント・コミュニケーショ

ン）」を持ち出すまでもなく、様々

な組織において創造的コミュニ

ケーションの重要性が高まって

きています。

　アルパック大阪事務所では、昨

年の６月より毎月第３金曜日の

夜に事務所の会議室で、各所員が

１ヶ月の様々な情報を持ち寄っ

てワイワイガヤガヤと情報交換

する「ワイガヤミーティング」を

開催しています。もちろん肩書き

を外し、寄れる人が寄れる時に、

自由にまちづくりについて話し

合ったり、知恵を出し合ったり、

情報を交換する場づくり（単なる

事務所内での飲み会との噂もあ

りますが）を目的としています。

　コンサルタントという職業柄、

様々な地域に出向き、地域特産

のお酒や食材、土産等に出会う

機会も多く、また様々な「まち

づくり人」のお話を聞く機会も

あるので、毎回、それらの酒の肴

をネタに盛り上がっております。

　最初は、地域産品会的要素が強

かったのですが、最近は自分が関

わったイベントや計画づくりの

プロセス秘話、事例視察やヒアリ

ング等によるまちづくりの最新

情報交換の場となってきました。

　「ワイガヤミーティング」から

何が生まれてくるかは今の所、未

知数です。但し「コミュニケー

ションを図るには、経験の共有

が欠かせない」「組織におけるコ

ミュニケーションは、手段では

なく、行動や発想の様式である」

というドラッカーの言葉は、参

加者メンバーには徐々に骨身に

染みてきています。

大阪事務所／中塚　一

アルパック・ワイガヤミーテ
ィングやっています

＜お詫びと訂正＞
前号 158 号と 156 号の「尾張名古屋城
下町の風景を訪ねて」の文中の「尾張
名所図絵」の文字が間違っていました。
正しくは「尾張名所図会」です。お詫
びの上訂正します。

ばっしゃ鍋

たまげたバーガー

讃岐うどん

り、あっさりしながら特製タル

タルソースが濃厚さも引き出し

ています。バンズは紫芋を練り

込んであり、ほんのり紫色がお

しゃれ。

　夜は直島にて「ばっしゃ鍋」、

味噌味の海鮮鍋。ばっしゃとは

漁船のことだそうですが、網の

中で魚が「ばっしゃばっしゃ」と

跳ねる音から由来するとも聞き

ました。カワハギやイカ、ホタ

テなどの味がしみ込んで、最後

の雑炊まできれいに平らげたの

はもちろんのことです。

　高松に渡ればもちろん讃岐うど

んです。讃岐うどんはうどんの刺

身と言われ、打ちたて・茹でたて

が命です。うどんに歯ごたえとい

うのも変な感じですが、まさに歯

ごたえと押し戻してくる弾力感と

小麦の香りが絶品でした。今回は

高松市街の「さか枝」と「丸山製

麺所」に行きました。時間切れで

３軒目にトライできなかったのが

心残りです。（鮒子田）

14
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紹介者／代表取締役社長　杉原　五郎

「クリエイティブ都市論」
～創造性は居心地のよい

場所を求める～

＜メガリージョン＞ という言葉

をご存知ですか

　リチャード・フロリダ（トロン

ト大学教授。創造性を持った人材、

すなわちクリエイティブ・クラス

が経済の主要な担い手になるこ

とを主張）は、「世界はフラット

ではない、鋭い凹凸があってスパイキーである」

という。グローバル化する地球を宇宙の衛星や

航空機から眺めると、光量が集中している箇所

があり、これこそ、人口が集積し、経済活動が

活発に展開され、才能が集まり、イノベーショ

ンが盛んなメガリージョンと定義する。

　世界には、40 ほどのメガリージョン（日本に

は 4つ）があり、そのうちのひとつ広域東京圏

は世界で第１位、大阪・名古屋圏は第 5位にラ

ンクされている。ちなみに、日本の第二のメガ

リージョンである大阪・名古屋圏には、3600 万

人が居住し、1.4 兆ドルの LRP（夜間光量に基づ

く地域生産）を産出している。

幸せになれる場所は、どこですか

　フロリダは、〈メガリージョンの世紀〉につい

て経済地理学的な視点から独自の分析を披瀝す

る一方で、〈場所の経済学〉〈場所の心理学〉に

ついて語っている。人々は人生の選択において、

何を（どのような仕事を）して、誰と（どのよ

うな伴侶と）一緒に暮らすか、とともに、どこ

に住むかという（居住地の選択）を重視している。

自分が幸せになれる場所はどこか、これがフロ

リダの２つ目の問いである。

　才能が集まり、イノベーションが活発で、創

造性豊かな場所は、芸術家（ボヘミアン）や同

性愛者（ゲイ）が住んでいる地域

と密接な係わりがあるという興味

深い事実を発見する。創造性は居

心地のよい場所を求める、という

わけである。佐々木雅幸氏（大阪

市立大学教授）やチャールズ・ラ

ンドリー（コンサルタント、英国）

の創造都市論と相通ずるものがある。

　いま、日本では、大都市圏を中心に、人口や

大学などの都心回帰が進んでいるが、人々は幸

せになれる場所を求めて移動しているのだろう

か。フロリダの指摘を踏まえて、〈日本における

幸せな場所探し〉について考えてみたい。

著作活動のバックヤード（裏庭）

　フロリダの本は、都市計画やまちづくりの仕事

をしている私達に興味深い事実を突きつけるが、

最後の謝辞を読んでいて、この本が生まれるバッ

クヤード（裏庭）にも関心を持った。本書は、長

年にわたる地道な取材と調査活動、関連する数多

くの文献サーベイ、共同研究者との忌憚のない議

論、スタッフとの幅広い協働、家族の精神的な支

えなど、ねばり強い努力の積み重ねから産み出さ

れたことを知り、感動し納得した。

　最近、山崎豊子さんの本「作家の使命　私の

戦後」（新潮社）を読んだ。この本の中で山崎さ

んは、「不毛地帯」「二つの祖国」「大地の子」「沈

まぬ太陽」「運命の人」の舞台裏を語っているが、

5年から 8年にも及ぶ長期のねばり強い取材活動

があって、人々を感動させるベストセラーが生

まれることがよくわかった。シンクタンク、コ

ンサルタントも、かくあらねばと痛感した。

リチャード・フロリダ著
井口典夫訳

ダイヤモンド社
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　戸田漕艇場は埼玉県戸田市の南部、荒川のほと

りにあります。東西方向が約 2,500m、南北方向

が約 300mの細長い静水域で、東京オリンピック

のボート競技の会場となった場所です。歴史を

ひもとくと、何と 1940 年の幻の東京オリンピッ

クのためにつくられたという由緒正しいボート

コースです。オリンピックの後は県営戸田公園と

して整備されていますが、もちろん今でも全国に

その名を馳せるボート競技のメッカです。

　水辺には大学や実業団の多くのクラブの艇庫

が建ち並んでいます。実は漕艇場の西側には戸田

競艇場が隣接しており、こちらも有名です。ある

市民の方はおっしゃいました。「どちらにお住ま

いですか？」と訪ねられて「戸田です」と答えた

時に「ああ、競艇場のあるところですね」と言わ

れるより「ああ、ボートコースのあるところです

ね」と言われる方がうれしい、と。いずれにして

も戸田はボートのまちなわけです。

　観客席のあるボートコース南側は芝生の斜面

と艇庫、西側には桜並木もあり、気持ちのよい水

辺の散歩道としても非常に人気のある場所です。

少し専門的な話になりますが、戸田市景観計画で

は県営戸田公園を景観重要公共施設に指定して

います。重要な景観資源として行政としても位置

づけの高い場所ということです。先頃、戸田市で

は「つたえたい戸田の風景」の写真募集が行われ、

私たちもお手伝いをさせていただきました。入賞

作は現時点ではまだ発表されていないのですが、

応募された写真には漕艇場を写したものが一番

多かったように思いました。

　今回、この記事を書くにあたって改めて漕艇

場を訪れてみました。JR 戸田公園駅からゆっく

り歩くと 15 分ぐらいかかります。途中、艇庫の

中で競技用のボートをメンテナンスしている風

景に出会いました。この建物はボートコースの

水辺に建っており、水辺側と反対の道路側の両方

からアクセスできるようになっています。道路を

歩いていて突然、ボートが見えた時には新鮮な感

激がありました。ボートコースの水面を中心とす

る水辺の風景の印象があまりに強かったためで

しょうか。陸側から見た漕艇場は私にとってとっ

ておきの風景になりました。

艇庫が建ち並ぶ水辺の風景 コース沿いの道 ボートをメンテナンスする風景
（奥に見えるのがボートコース）
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